
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　

フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部
ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞
リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物
タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

め んち
ゃ
ん

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

申し込みは誕生月の前月１日まで 。

　　総務課 ☎０８８７－５３－３１１２問

た
だ
い
ま

No.２２９

初

于
群
（
チ
ュ
・
ユ
ー
チ
ュ
ン
）

中
国
／
山
東
省

　

私
は
中
国
・
山
東
省
出
身
の

チ
ュ
・
ユ
ー
チ
ュ
ン
で
す
。
現

在
、
高
知
工
科
大
学
の
博
士
後

期
課
程
で
脳
・
神
経
科
学
を
研

究
し
、
人
工
知
能 (

Ａ
Ｉ) 

を
活

用
し
た
脳
活
動
の
解
明
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

私
の
故
郷
で
あ
る
煙
台
市
は
、

山
東
半
島
東
部
に
位
置
す
る
美

し
い
港
湾
都
市
で
す
。
素
晴
ら

し
い
眺
め
の
海
岸
線
や
新
鮮
な

魚
介
類
に
恵
ま
れ
、
中
国
最
大

の
リ
ン
ゴ
の
生
産
量
を
誇
り
、

中
国
初
の
ワ
イ
ン
醸
造
所
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
ワ
イ
ン
の
産
地

と
し
て
も
有
名
で
す
。
海
に
面

し
た
街
な
の
で
、
美
し
い
ビ
ー

チ
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
は
以
前
か
ら
、
日
本
語
や

食
文
化
、
日
常
生
活
や
日
本
文

化
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
お
り
、

日
本
の
高
い
教
育
水
準
と
海
外

で
学
ぶ
貴
重
な
機
会
に
魅
力
を

感
じ
、
日
本
へ
の
留
学
を
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
日
本
の
印
象
は
、
と
て

も
素
晴
ら
し
い
国
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
街
は
清
潔
か
つ
日
常

生
活
も
安
全
で
、
人
々
は
礼
儀

正
し
く
親
切
で
あ
り
、
快
適
な

雰
囲
気
を
感
じ
て
い
ま
す
。
香

美
市
で
は
、
静
か
な
環
境
や
新

鮮
な
空
気
、
そ
し
て
美
し
い
自

然
の
景
色
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
で
の
生
活
は
、
研
究
に
集

中
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
心
も

リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

高
知
で
一
番
の
思
い
出
は
、
ド

ラ
イ
ブ
を
し
な
が
ら
海
や
山
、

川
と
い
っ
た
壮
大
な
自
然
の
景

色
を
眺
め
た
こ
と
で
す
。
そ
の

時
間
は
と
て
も
穏
や
か
で
、
心

が
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　

香
美
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

温
か
い
ご
親
切
に
心
よ
り
感
謝

を
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
皆

さ
ま
が
こ
れ
か
ら
も
日
々
健
康

で
幸
せ
に
過
ご
さ
れ
ま
す
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

第５８回  輪抜けさま８回  輪抜けさま

　県内では潮江天満宮で行われる「輪抜けさま」

が、盛大に行われ始めたのは、江戸時代に入って

参詣者が多くなって以降と考えられる。夏越しは、

大雨豪雨、疫病の流行、気温上昇が子どもや老人

には強く作用する。食べ物はいたみ、水分や塩分

の摂取不足は体調に変調を来たす。古来から春夏

秋冬に恵まれた土地でも、夏場は鬼門であった。

　輪抜けさまの素材である茅は、相当に古い時代

から屋根葺き材として利用されて来たと思われる。

神話に「鹿屋野姫神」がある。野の茅を箸に使う。

秋に茅の箸を神に供える。夏越しの大祓いの茅輪

抜け神事に、野に茂る茅の生命力にあやかろうと

するもの。枯れ茅を屋根葺き材としたのも同様の

考え方。古代の神殿や寝殿造りの屋根葺きに使わ

れ、杉や檜皮も、中世から瓦まで杉の赤身材も屋

根葺きに使われた。内部で焚火をする事で、耐用

年数は二十五年ほどあるようである。意外な事に、

瓦屋根の家屋よりも冬は温かく、夏は涼しいと聞

く。江戸に瓦屋根が推奨されたのは、街の防火の

ため。韮生郷で一般的に瓦屋根が使われ始めたの

は、江戸時代も末期のことである。

　市内で知られる茅屋根家屋は、香北町猪野々の

「渓鬼荘」がある。昭和時代の中期までは方々に

茅屋根家屋が見られたが、この他には見ることも

難しくなった。いずれ、茅葺職人の技術は失われ

るであろうと考える。世の中の進化に抗する術も

ない。家宅の守護神、野の緑にも神威が通じ、漬

物や煙草の神でもある。

　土佐山田町の八王子宮や香北町の大川上美良布

神社でも、６月３０日に「輪抜けさま」が行われ

る。古来から地域に根付く伝統文化に浴し、その

伝統を継承するためにも参加をお勧めしたい。

(香美市文化財保護審議会　岡村) ▲ ホームページ
　 はこちら

◆
ヨ
ガ
教
室

参
加
者
募
集
中
！

週
に
１
回
、
香
北
で
ヨ
ガ
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
初
心

者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
毎
週
月
曜
日

13
時
45
分

～ (

１
時
間
半
程
度)

※

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
休
み

【
場
所
】
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
香
北

２
階

大
ホ
ー
ル

【
会
費
】
月

２
０
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】(

中
村)

☎
０
９
０
・
８
６
９
７
・
６
２
８
５

◆
無
料
法
律
相
談
会

８
月
３
日
の
「
司
法
書
士
の

日
」
を
記
念
し
、
無
料
法
律
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
申
請
義

務
化
に
よ
る
不
動
産
の
相
続
登

記
や
売
買
等
に
よ
る
名
義
変
更

登
記
、
借
金
に
関
す
る
こ
と
、

遺
言
や
成
年
後
見
に
関
す
る
こ

と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

司
法
書
士
が
応
じ
ま
す
。

※

予
約
不
要

【
日
時
】

８
月
１
日 (

土) 

10
時
～
13
時

掲　

示　

板
◀
香
北
町
猪
野
々
の
渓
鬼
荘

２７ Kami
２０２６年７月号

(山田高校マンガ部)

▲ 高知工科大学内で撮影

ご応募をおまち

しています♪

Ⓒ
や
な
せ
た
か
し

カ
ミ
ー
テ
ィ
ア

ひ わ だ

か や

うしおえ

か や の ひ め の か み

「掲示板」のコーナーでは、個人・団体の皆

さんが掲載したい記事を随時募集していま

す。「催しごとの案内」「譲りたい・譲って

ほしい物｣ ｢団体のメンバーや仲間の募集」

など、この場でお知らせする情報がありま

したら、お気軽にお問い合わせください！

【問い合わせ先】総務課 総務係 (広報委員会事務局) ☎０８８７－５３－３１１２

※ 掲載内容やスペースの都合により、掲載をお
　 断り、もしくは次月以降に掲載することがあ
　 りますので、あらかじめご了承ください。

※ 編集や校正、印刷期間の都合上、広報誌発行
　 の１カ月前には記事の原稿を締め切ります。
　 日時や申込期限が決まっている内容の掲載を
　 ご希望の場合は、お早めにご相談ください。

掲載したい記事を募集しています！！
示

皆さん
皆さん

からの
からの

【
場
所
】

南
国
市
立
日
章
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

(

南
国
市
田
村
乙
２
２
０
７)

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
県
司
法
書
士
会

☎
０
８
８
・
８
２
５
・
３
１
４
３

◆
消
費
生
活
相
談
員

登
録
者
募
集

　

高
知
県
で
は
、
県
内
の
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
や
消
費
生
活
相

談
窓
口
で
の
就
業
を
希
望
す
る

方
の
登
録
や
、
採
用
を
希
望
す

る
県
内
各
自
治
体
へ
の
情
報
提

供
を
行
う
「
消
費
生
活
相
談
員

人
材
バ
ン
ク
」
を
設
置
し
て
お

り
、
登
録
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
県

県
民
生
活
課

☎
０
８
８
・
８
２
３
・
９
６
５
３

広   

告

２２６
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